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A．ごみの総量は，昨年に比べて若干減っています。

Q．ごみの量はどの時期が一番多いか。

A．年明けの時期が一番多い傾向があります。

Q．パッカー車の中で，ごみ袋が破れてしまったらどうするのか。

A．ごみ袋が破れても，道路にごみが落ちない仕組みになって

いるので問題ありません。

Q＆A

Q．パッカー車の，ごみは入れた後に落ちたりしないのか。

A．ふたが閉まるので落ちたりはしません。

Q．ごみの量は増えているか減ってるか。

Q．どの国が一番ごみの量が多いのか。

A．一般的に，人数が多い国はごみの量が多い傾向があります。

Q．一日で出るごみの量は。

A．一日当たり約１５０トンです。

Q．清掃センターはいつからあるか。

A．場所は変わってるが，昭和４３年からあります。

Q．清掃センターのピットにはどれくらいのごみの量が入るのか。

A．ピットは1,200㎥と2,000㎥合わせて3,200㎥入ります。体育館の半分くらいです。

Q．どうやってパッカー車の重量がわかるのか。

A．清掃センターの地面に，重量をはかる機械が埋め込まれている箇所があるので，そこでわかる。

Q．ごみを埋め立てる場所がなくなったらどうするのか。

A．新しい場所を探すしかない。

Q．燃やした灰はどうなるのか。
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A．メーカーによると，４０ℓの袋で約９００～１０００袋入るということです。

Q．可燃ごみはパッカー車で，不燃ごみが平ボディ車なのはなぜか。

A．不燃ごみは潰さずに箱に入れて持っていく。潰すと分別しにくいからです。

Q．パッカー車の後輪はなぜ二本あるのか。

A．主灰と飛灰に分けられ，主灰はリサイクル業者に渡って路盤材にリサイクルされます。飛灰は有害な灰なので薬剤と混ぜて

安全にしたうえ埋立てしています。

Q．パッカーに一度に入るごみの量はどのくらいか。

A．そのまま開けてピットに流します。

Q．可燃ごみを燃やすときの火の温度は。

Q．パッカー車の中の水はどうなるのか。

Q．車両後部についている赤と黄のランプはなにか。

A．ウィンカーとブレーキのランプです。

Q．パッカー車には他にどんな機能があるか。

A．ごみを積む機能に特化している。

A．収集されないで残ってしまう。収集する日の午前８時半までに出してほしい。

Q．リサイクルされるごみはどういったものか。

A．資源物全般（びん・缶・ペットボトル・紙・布類）がリサイクルされます。

A．荷物を積んだ重量に耐えられるようにするため。

Q．清掃センターの焼却炉の大きさは。

A．焼却炉は清掃センターに３つあり，１・２号炉は幅１１．５ｍ，奥行き７．４ｍ，高さ１４．６ｍ。３号炉は，

幅１６．６ｍ，奥行き８ｍ，深さ１５．５ｍ。

Q．ごみが違う曜日に集積場所に出されていたらどうなるのか。

Q．パッカー車の中でごみをなぜ圧縮するのか

A．一度に少しでも多くのごみを運ぶため。

A．８００℃から９００℃。火の温度を下げないために，みなさんには水切りをちゃんとしてからごみを出してほしい。

Q．収集車によって，ごみ収集量は変わるのか。

A．収集車の基本は２，０００ｋｇ。八千代市にはないが４，０００ｋｇの車両も存在します。
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Q．ごみ収集車の台数は。



A．八千代市では２１台が動いています。

Q．パッカー車で回収できないごみは。

A．中に入るものは回収できます。また、20ℓの指定袋に入らないごみは粗大ごみになります。

Q．どんな順番でごみを回収するのか。

A．基本的に，近い順に回収しています。

Q．車両後方の赤いボタンはなにか。

A．緊急停止ボタン。左右にあるのは,２人組で作業するときにどちらでも作動させることが出来るようになっている。

Q．一人一日あたりのごみの量はどのくらいか。

A．約７３６ｇ。

Q．パッカー車の色は，なぜ青色なのですか。

A．特に理由はない。会社や市によって色が違います。

Q．可燃ごみは燃やした後にどうなりますか。

A．飛灰と主灰に分かれ，飛灰は毒を無害化してから埋め立てます。主灰はリサイクルされます。

Q．回収で一番大変なことはなんですか。

A．分別されないで出されてしまうと一番困る。

Q．集積場所の数はどのくらいか。

Q．どんな思いで仕事をしていますか。

A．約５，９００箇所。

Q．ごみ収集車（可燃）の台数は。

A．八千代市では２１台が動いています。

Q．私たちに，お願いしたいことはありますか。

A．一生懸命仕事しています。

Q．ごみを燃やす温度はどのくらいか。

A．約８００～９００℃。

Q．収集で一番多いごみはなにか。

A．可燃ごみが一番多い。
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A．修理をして直します。収集は代わりの車で廻って，滞らないようにします。

Q．ごみの埋め立て地が無くなったらどうするのか。

A．ごみの分別をしっかりして，ごみ減量意識を高めてほしい。

Q．清掃センターの数は県にいくつあるか。

A．４３箇所あります。

Q．ごみの違反はあるのか。

A．ごみの分別を間違ったり，指定の袋を使ってなかったりすると，黄色い警告シールが貼られ，回収されません。

Q．パッカー車には一度にどのくらい積めるのか。

A．メーカーによると、４０ℓの袋で約９００～１０００袋入るということです。

Q．もし，ごみ収集の人がいなかったらどうなりますか。

A．昔は，生ごみ等をたい肥化していたが，現代では全ての生ごみをたい肥化できないので，そのままにしておくと病気が蔓延

したり不衛生になってしまう。

Q．なんでごみの仕事をしているのか。

A．新しい土地を探さないといけなくなります。

Q．八千代市のごみ回収はどれくらい時間がかかるか。

朝の８時半から始まって，午後２時～３時ぐらいに終わる。年末年始などの，ごみの量が多いときは，もう少し時間がかかり

ます。

Q．ごみ収集車が壊れたらどうするか。

A．八千代市をきれいにしたいからです。

Q．家等の建物を壊したごみはどこへいくのか。

A．解体業者が処分するので，事業系ごみとなる。今まで説明してきたのは，家庭系ごみの話なので，混合しないように気を付

けてほしい。

Q．不燃ごみは回収された後どう処理しているのか。

A．手分解して素材ごとに処理している。なるべくリサイクルするようにしています。

Q．収集車にごみが入りきらないときはどうするのか。



A．積みきれないときは清掃センターで空け，再度収集に回る。当日の収集で回るところはすべて回ります。

Q．仕事をしていて良かったことと悪かったこと。
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A．八千代市は青色だが,黒や緑やオレンジなどの収集車もあります。

Q．ごみの問題で私たちにできることはありますか。

A．まずは,今日学んだことを活かして,ごみの分別をしっかりとしてほしい。

Q．「有害ごみ」とは，何ですか。

A．乾電池，水銀体温計，蛍光灯です。

Q．ペットボトルは何に生まれ変わりますか。

A．洗浄して，細かく砕いた後，車のシートや作業着等に生まれ変わります。

Q．燃えるごみを集める日はいつですか。

A．月・水・金と火・木・土の地区に分かれていて，週３回収集があります。

Q．外国人が増加している。外国人のごみ出しで不適切なものも多いが，対策はしているのか。

A．家庭ごみの分け方出し方の外国語訳したものを６ヵ国語準備している。必要あれば配布している。

A．良かったことは、市民に感謝されたり，街が綺麗になったり，減量やリサイクル率が良くなることで仕事の結果が実感でき

たとき。悪かったことは，分別がきちんとされておらず，指導することや不分別のごみが残っていること。

　

Q．ベルトは何ごみですか。

A．金属部分と皮部分とに分けれるようであれば分けてほしい。金属部分は不燃ごみ,皮部分は可燃ごみで出せます。分けれな

いときは,金属部分と皮部分のどちらの割合が多いかで判断します。

Q．市民一人あたりのごみ量はどれくらいですか。

A．一人一日あたり７３６ｇのごみを排出しています。

Q．焼却炉はいくつありますか。

A．３基あります。

Q．収集車の色は何色がありますか。

Q．容器包装プラスチックのリサイクルについて

A．分別収集方法，収集後の処理方法，処理委託料等の課題があるため，すぐに行うのは難しい。

Q．パソコンの処分方法は

A．各メーカーでの回収になります。

Q．消火器の処分方法

A．市では処理できないので、処理できる業者を紹介します。


